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平成 31年４月 

 

静 岡 市 



Ⅰ 全般事項 

 施工予定地周辺は、過去に伐採された箇所ではあるものの、その後の植林の記録がなく、

潜在自然植生であるウラジロモミの天然林が広がっている。また、林床には希少な草本類が

数多く生育しており、自然度は非常に高い場所といえる。 

 このため、ヤードの造成にあたっては、改変範囲を最小限にとどめる必要があると考える。 

 

Ⅱ 個別事項 

 平成 30年９月の事後調査報告書（宿舎工事着手前）において、本市は３点の意見を述べ

たところであるが、対応がなされていない以下の２点について改めて意見を述べる。 

 

１ 移植先について 

 移植対象種の生育が確認されているところに移植・播種を行っているが、必ずしも最適の

生育条件であるとは限らない。また、生育地の減少によりリスクの分散化ができず、従前の

個体との判別が困難になることも考えられることから、移植先の選定にあたっては、対象種

の生育が確認されていない場所も候補地として検討すること。 

 

２ 移植後の管理について 

 移植・播種個体を定着させるためには、想定しうる失敗原因を事前に回避することが重要

である。今回、イチヨウランの移植に関し、シカ等によるものと思われる掘り返しがみられ、

移植株が確認できなくなるという事態が生じている。 

 今後も同様の事態が起こることが想定されることから、移植個体についての食害対策を

検討すること。 

 

Ⅲ その他の事項 

１ 植生の保全と景観への配慮について 

 ヤード周辺は、仮囲いを行うこととしているが、林道沿いのウラジロモミを伐採せずに残

すことにより、天然林の保全と景観への影響の低減を図るよう検討すること。 

 

２ 水質の保全について 

（１）濁水処理設備や沈砂池（仮設を含む。）については、大雨等への備えとして、余力を 

持たせたものとすること。 

（２）水素イオン濃度（pH）や浮遊物質量（SS）については、１日１回を基本に測定するこ

ととしているが、突発的な事故等に備えて常時監視できる体制とすること。 


